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青少年赤十字登録式
～赤十字の目標に向かって意識を高める～

１４日、TV 放送で「青少年赤十字登録式」を行
いました。本校は令和２年度から４年度まで日本

赤十字福島県支部（支部長 内堀雅雄（福島県知

事））から研究推進校に指定されています。毎年、
青少年赤十字に加盟し登録もしていますが、推進

校ということもあり、子どもたちの意識を高める

意味からも登録式を開催しました。
登録式では、私から推進指定校の旗を見せなが

ら、青少年赤十字の態度目標「気づき 考え 実

行する」ことを目指すことを確認しました。日本
赤十字福島県支部の指導講師の阿部正明先生にも

おいでいただき、赤十字の成り立ちや活動などの
説明していただきました。子どもたちも誓いの

言葉を述べたり、バッチをつけたりしながら意

識を高めていました。
青少年赤十字の理念はすべての活動のバック

ボーンであると考えています。今後、教科の授

業はもちろん、委員会活動や清掃、縦割り班活
動など様々な場面で赤十字の理念を意識した取

り組みを展開していきたいと考えています。

オンライン授業参観・懇談会
～学校と家庭が同一歩調で進むために～

１５日、２年生から６年生までの授業参観・懇談会をオンライ

ンで行いました。コロナ禍でも授業の様子を見ていただく方法と
して試行しました。家庭で子どもがタブレットを使って学習して

いる様子を見ていただく機会は昨年度末に設けましたが、実際の

授業の様子を生配信するのは、今回が初めてでした。いかがでし
たでしょうか。いろいろ不都合やご意見もあると思います。より

よい方法にむけて提案などありましたら

お聞かせください。
また、午後には、オンライン懇談会を

開きました。保護者の皆さんに担任の人

となりの一部でも知っていただき、今年
度の学級・学年の方針等を知っていただ

く大事な時間と考えて実施させてもらっ

た次第です。実際にあって話し合いをす
るようにはいきませんが、ある程度の役

割は果たせたのかなとも思ってい

ます。十分な時間をとることもで
きませんでしたので、なにか不明

な点や御相談などありましたら、

気軽にお話しください。
子どもの豊かな成長にとって学校と家庭が連携し、同一歩調で

対応することは必要不可欠であると考えます。どうぞよろしくお

願いします。
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